
 

 

 

○学校給食のはじまり 

学校給食は、明治２２年に山形県鶴岡町（現在は鶴岡市）にある私立忠愛小学校で、

お弁当を持ってこられない子どもたちのために、食事を提供したことから始まったと

言われています。その後、全国で実施されるようになりました。 

○学校給食週間とは 

戦争による食料不足で一時中止されてしまいましたが、戦争が終わり、子どもたちの栄養不足を

改善するために、外国などからの援助で昭和２１年１２月２４日に給食が再開されました。それを

記念して１２月２４日を「学校給食記念日」としましたが、学校が冬休みに入るため、１ヵ月後の

１月２４日から３０日を全国学校給食週間とすることになりました。草津市では、今年度は 21日

（月）からの１週間を学校給食週間としています。 

○現在の学校給食の役割 

学校給食は当初、子どもたちの空腹を満たし、栄養を改善するための

ものでした。食べるものに困らなくなった現在では、子どもたちが自分

自身で健康を考えた食事ができるように、食生活のお手本となるような

“教材”としての役割も担っています。 

 

 

    （25日の減塩献立に登場します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食だより  
 

 

 

 

平成３１年１月 

草津市学校給食センター 

電話 077-563-4380  FAX 077-567-1056 

  

 

【材料（４人分）】 

 赤こんにゃく  160ｇ 

 三温糖     大さじ 1と 1/2 

 濃口しょうゆ  大さじ１ 

 みりん     小さじ１ 

 水       1/2カップ 

 花かつお    3ｇ 

※給食の分量ですので、調整してお使いください。 

【作り方】 

①赤こんにゃくは一口大に切り、下ゆで

する。 

②水と調味料を火にかけ、煮立ったら赤

こんにゃくを入れて煮る。 

③最後に花かつおを入れて混ぜる。 

 

朝ごはんをしっかり食べていますか？朝ごは

んには、眠っていた体を起こす“目覚まし時計”

の役割があります。朝ごはんを食べられていな

い人は、まず早寝・早起きの習慣をつけて、何

か一品でも食べることから始めてみましょう。 

☆朝ごはんを食べるための工夫☆ 


